
ゴート語聖書における分詞の用法

—ギリシャ語原典との比較—

志田 章

1. 序

ゴート語では分詞 (Paritizip)がかなり頻繁に用いられている．これら

の分詞の用法は，副詞的な用法と形容詞的な用法の二つに大きく分けるこ

とができる． 『ゴート語聖書」は新訳聖書のギリシャ語を忠実に写した奴

隷訳と一般に言われているが，この分詞の用法に関してはそうではなく，

所々でゴート語はギリシャ語原典とは違った形で翻訳している．これらが

ゴート語独自の文法に従ったものかどうかはまったく明らかではないが，

以下でゴート語をギリシャ語原典1と比較しつつ， 主に『マタイ福音書J
から例を挙げながら，分詞の用法を幾つかに纏めてみたい．

2. 副詞的用法

ゴート語の分詞には現代ドイツ語と同じように現在分詞 (das1. Par-

tizip) と過去分詞 (das2. Partizip)がある． 現在分詞は不定詞語幹に

-andsまたはもndsを添加して作られる．例えば niman,nimands ; 

nasjan, nasjands ; salbon, salbonds等である．過去分詞は，強変化動詞

が第 4 系列の語幹に接尾辞—ans を添加して作られ (niman, numans; 

giban, gibans)，弱変化動詞は過去語幹にャsを添加して作られる．現

代ドイツ語のような接頭辞 gaーは添加されない．現在分詞は弱変化形容

詞として変化し，過去分詞は a/6型変化形容詞として強弱両様の変化を

する生

さて副詞的用法の分詞は単独で使われている場合と他の修飾語句を伴っ

ている場合とがある． また，独立分詞構文として使われている場合もあ

る．まず単独で使われている例から見てみよう．
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1） iし伽血s""ぬsalbohaubill lleinjahludjalleinallwah,

(Mat.6, 17)

｡』酷〃びrej叫鍬g妙α'び･ひでｳ〃施叩αｽｳｿ随αjで6躯β60の冗j〃｡｡u"紗α‘，

しかしあなたが断食をするときは，頭に香油を塗り，顔を洗いなさ

い、

iしh)asizwara瓶α"γ"α"ぬmaganaaukananawahstuseinana

aleinaaina？（Mat､ 6， 27）

吹酷壁6畑〃〃“"〃伽6j"αrα‘河β･‘伽"α‘鍼でｳ〃ウ加紅"αjで06

2）

へ ⑥ ●

汀りXU〃eソα，

あなたがたの誰が，思い煩うことによって，身長に1エレ付け加え

ることができようか．

3) jahbi]'eα/gzzggzJ"dSatbairレogibaレeina. (Mat. 5, 24)

応α；て6rどきｽ6．ル兀“”eper66Dpd"00U.

そしてそれから戻ってきて，あなたの供え物を捧げなさい．

4)A1ﾌﾟﾚangtZgg"j', ganimillh)asijai:armahairtiﾚawiljaUjah

nihunsl; (Mat. 9, 13)

兀opeU能"て""""eでeてど“て《"" J'剛“c能ｽのzα助66Uofα"･3
ノ う

しかし行って，次のことに何があるのか学びなさい：私は施しを望

み生贄を望まない， ということに．

これら4例では命令形の前で分詞が使われている．例文1ではゴート語6

ギリシャ語共に現在分詞が使われ， この分詞は時間を示す副詞的用法と考

えられる． この箇所はウルガータ(Vulgata)では接続詞cum(wenn)

による副文で表わされている:tucumieiunas(wenndufastest) (千

種真一， 80ページ)．例文2も両言語ともに現在分詞であり， その用法は

理由を表す副詞的用法と考えられる．例文3のゴート語の現在分詞at-

gaggandsはギリシャ語原典のアオリスト分詞§ｽβ伽を訳していて，接続

詞undを使って書き換えることができる， いわゆる付帯状況を表してい

る．文体的なことであるが，新訳聖書のギリシャ語では， 『マタイによる

福音書』に限るなら，主語が同一である動詞が続く場合その中で最も重点

の置かれる動詞を定動詞にして，残りをこの定動詞に従属する分詞にする
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という傾向がある．ゴート語がギリシャ語原典を忠実に逐語訳している次

の文がその例である: jahbitauhlesusbaurgsallosjahhaimosMs-

""dS ingaqumﾚimize, jah加e伽"dsaiwaggeljonレiudangardjos

jah加伽"ぬallossauhtins jahallaunhailja. (Mat. 9, 35)

Kaj 元e岬γe"6 '"000く漱ぐ汀6ｽgに冗如αく にαj r次ぐ”"αく, 6@Mび脇の〃g〃

でα『く ｡U"αγのγα『くαj⑰〃 随α》 随"pljoo岬rb ejαγγさﾙ0〃 でりくβααｽe/αく〃α』

66βα兀鋤のソ冗αoαソ〃”0〃応αj兀伽α〃似αｽαぽαソ

（そしてイエスはあらゆる町と村を回り，彼らの会堂で教え，王国の福音

を伝え，ありとあらゆる病気と障害を直された)． 同様の例はこれ以外に

も挙げることができる4． このような分詞の多用は必然的に分詞の持つ意

味の多様さをもたらし，文の内容を豊かにもし逆に暖昧にもしている．今

挙げた例ではゴート語はギリシャ語原典をできるだけ忠実に翻訳している

が，すべてがそうというわけではない．たとえば例文4においては，ギリ

シャ語原典の現在分詞をゴート語では命令形に書き換え，文の意味を明確

にしようとしている．ギリシャ語原典の『マタイによる福音書』ではほと

んど全節といってもいいほど分詞が用いられその多用ぶりには驚かされ

る． ゴート語は確かにそれを一宇一句逃さず的確に翻訳しようとしてい

る． しかし，例文4のようにギリシャ語原典とは異なる訳も行われてい

る．問題はこの相違がゴート語本来の文法から生じているのか，或いはた

だ単に訳者の窓意的な意図から生まれたものなのかという点である． この

点，冠詞の使い方に関しては，上の本文中の引用においては，文法の違い

を問うことができるであろう． しかし，今見てきたゴート語分詞の用例は

ギリシャ語原典をおおむね忠実に翻訳していると言えるであろう．

次に分詞に修飾語句が添えられた副詞的な用法の例を見てみよう．

5)qiﾚands: frawaurhtamis即彪z(W"ds伽ﾉﾌﾞsz"鮠". (Mat. 27,4)
● ● ● ● ●

ｽさγの", <'H"αβで0"元αβα60虻α;"α戊""

(ユダは）言った「汚れのない血を渡して過ちを犯した」

6) iしIesusgrzz(ﾉα"伽"dss"jahgZzSa伽α"dSboqalﾌ : (Mat.9, 22)
6酷，〃･00く。でβα“く鯨α”肋〃αjでウツe;花ど"95

そこでイエスは振り向いて，その女性を見て言われた．
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7)Jahα耐g""(is"s"ufarlailljahqaminseinaibaurg.

(Mat.9, 1)

Kα泥"βkerく冗加o"6"冗自βα"〃虚αj洲g〃或でウソ〃α〃 7r"".6

そして（イエスは）舟に乗り（湖）を渡り，彼の町に着いた．

8) jah"ssr""inskip, iddjedunuhufarmareininKafarnaum.

(Joh. 6, 17)

o'j/4.7施α腿"〃"でeく吹冗城･" βx･"z･0"§βα"で永βαｽ伽｡派e;くKα“β"α”/‘．

そして（弟子たちは）舟に乗り，湖を越えカパナウムヘ行った．

例文5のゴート語の現在分詞galewjandsはギリシャ語原典ではアオリス

ト分詞であり，接頭辞ga－によって時称の違いを正確に表そうとしてい

る． さらに， この分詞は対格の目的語を取り，文(Satz)の形式に一歩近

づいている．意味的には原因・理由を表していると言える．例文6のゴー

ト語前半の再帰代名詞（対格）を伴っている現在分詞は，ギリシャ語原典

の受動・アオリスト分詞を訳したものである． ここでも接頭辞ga-が添加

され，原典のアオリスト時称の分詞を正確に翻訳しようとしている．後半

の目的語しoを取っている現在分詞は，ギリシャ語原典では能動・アオリ

スト分詞であり，前半の分詞と同様ga-が添えられ，原典の時称に近づこ

うと努めている．先の例文で示したように，ギリシャ語原典では主語が同

一である動詞が続く場合，重要な一語を定動詞にし，残りの動詞を分詞に

するのであり， ゴート語もおおよそこれに倣っている．従って， これらの

分詞は1indなどの接続詞と定動詞で表すことが可能であろう． しかし，

例文7の現在分詞atsteigandsに対するギリシャ語はアオリスト ・能動分

詞であるにもかかわらず， 接頭辞at-のためにga-が添加されない例で

ある． この点にはゴート語の時称体系の単純さが現れている． また例文8

のゴート語usstigunに対する原典でのギリシャ語はアオリスト・能動分

詞であり，ギリシャ語にそのまま従っていない． これは今述べたギリシャ

語原典と比較した場合のゴート語の時称体系の単純さを意識してのことで

あろう．

さてこんどは比較的長い修飾語句を従えた副詞的用法の分詞を見てみよ

う． この分詞句は，その修飾語句の長さの点でかなり文としての性格に接
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近している．

9)gns"h)α"ぬ”〃Iesus岬α"qgZJ"s"""加α"s〃s"haihaitgalei-

11ansiponjanshindarmarein. (Mat､8, 18)
● ● ●

・ﾉ肋〃能6 'I"000E3Xｽ0〃冗Epノα』て伽§躍ｽ6U“〃伽e〃e『〃E/くて6兀さβα】ﾉ.8

イエスは自分の周りの群衆を見て，弟子たちに向こう岸へ行くよう

命じられた．

10) il' Iohannesgzz""”"ぬinkarkarai zoα"γs畑α乃獅g"S, '"-

sα"伽"ds"s伽伽沈s""α"qaレduimma(Mat.11,2)

6O6& 'IQ)d""りく伽叩oag§〃 r@660"のr〃β々rd§βγαr00Xp4or00

姪↓‘咳αく6‘戎での〃〃αβ"『の〃αjro6E;ire'ﾉαjr@. (Mat. 11,2-3)

ヨハネは牢獄でキリストの業を聞き彼の弟子たちを遣わして彼（キ

リスト）に言った．

例文9･10はゴート語では現在分詞であるが，ギリシャ語原典ではともに

能動・アオリスト分詞であり，先の例文5．6に見られたように接頭辞

ga-が添えられている． 例文9の現在分詞gasaih)andsは主語Iesusよ

りも前にあるが， 例文10の現在分詞gahausjandsとinsandjandsは主

語Iohannesよりも後ろにある． もし例文10の現在分詞が直前にある名詞

Iohannesを修飾していると見倣すなら, gahausjands以下は関係文的な

働きをしていることになるだろう．従ってその場合はこれらの分詞は副詞

的ではなく，形容詞的に使用されているといえる．形容詞的な分詞の用法

については後述することにする． また例文9のゴート語では分詞節の終わ

りにコンマを打ち，文意を明確にしている． この2例の分詞句はかなり文

としての形態に近づいていて， 副文的な色彩が非常に濃くなってきてい

る．次に独立的に使われた分詞を見てみよう．

11) jahurrannsadaullagZz6""血"shandunsjahfotunsfaskjam,

jahz""s/sα"γα加励""ぬ"s. (Joh､ 11-44)

§師』βe" 6 re61ﾉ〃鋤く 6866""oく てoひく 7z66αく応αj r次ぐxefpaく脈6‘β‘α‘く

総αオゥ抑‘くajroOooU6ap如冗epfe646ero.9
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そして死人が手足を包幣で巻かれ，そして顔は手拭いを巻かれて出

てきた．

例文11の後半 wlitsは主格であり，過去分詞 bibundansの主語である．

この分詞節は前半の sadaupaが， 主語である定動詞 urrann従属し，

独立的に使われている．ギリシャ語原典ではこの独立分詞に当たる部分は

受動・過去完了・単数・ 3人称で書かれている．ゴート語のこの分詞の用

法はラテン語の独立主格 (nominativusabsolutus)に相当する．新訳聖

書を訳したゴート語ではこの用法は 2例のみである．この構文が例文9.

10を下敷きにしていることは十分考えられることであるが，用例が2例し

か無いことから，独立主格はゴート語ではあまり馴染みのない用法であっ

たと推測される．さて続けて分詞の独立的な用例を見ていこう．

12) jah luarbondin Iesua jainj)ro, laistidedun afar imma twai 

blindans, (Mat. 9, 27) 

kai冗apdroIIて9iICC[(}CII T0'I7J(JO゚，，ICOAOU(}7/rJall[auてcp]auo TV<pAO(IO 
イエスがそこから歩いて行くと，二人の盲人が彼のあとをついてき

た．

13) gaqumanaim pan im, qap im Peilatus: (Mat. 27, 17) 

rJVll7Jr μellWII OUII avrw11 cl冗ellavrol, o II、,laro,,
それから彼らが集まって来たとき，ビラトは彼らに言った．

14) at andanahtja pan waur panamma, atberun du imma daimo-

narjans managans, (Mat. 8, 16) 

'01!!!5_必 rcyoμiII7JS冗POA力IICrにallaurcp a叫 011,(oμe11ov,冗o,l,lo幻

夕方になると，人々は彼の所に多くの悪麿に憑かれた者たちを連れ

てきた．

15) ip pan seipu warp, qam manna gabigs af Areimapaias 

(Mat. 27, 57) 

'01!!!5_鈴 rcyoμiII7JCが(}cy&II(}p叩 o,冗iodaos＆訪 ‘Apcμa(}a{as,

夕方が来たとき，アリマタ生まれの人が来た．

16) parei matidedun hlaif, ana pammei awiliudoda frauja. 
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(Joh. 6, 23)

r06r67roU"oひ鋤αγo〃でj〃伽ro"[ejxcrjo(びで和α"で0くroo"Up/oU.]

主が感謝したパンを人々が食べた所へ（来た)．

17) il’Xristus,6"99獅玖nimannawaith)alﾌroist. (Joh. 7,27)

66&Xjo【0でjく流αｿ：βx"てmo肋吹γ"伽"ez冗伽E"きび伽.11

しかしキリストが来る時には， 誰も彼がどこから来るのか知らな

い、

例文12ではギリシャ語・ゴート語の両方で独立与格が使われている．同じ

例はMat.8, 23. 9,28にもある．例文13ではギリシャ語の独立属格に対

してゴート語は独立与格で訳している． 同じ例はMat.27,19.Joh.6,

18． 8， 30にもある．例文14ではギリシャ語の独立属格をゴート語は前置

詞at付きの独立与格で翻訳している．同じ例はMat. 8, 16． 11,7． 27,1

にも見られる． 例文15ではギリシャ語の独立属格をゴート語では接続詞

11anを用いた副文に書き換えている．同様な例はMat. 9, 10. 18. 32.33

にもある． 例文16ではギリシャ語の独立属格をゴート語は関係代名詞

ﾘﾌﾞammei (男・単・与）を用いて書き換えている． これは珍しい例とみら

れ,他の用例は見つけられなかった．例文17ではギリシャ語の接続詞流αソ

を用いた副文を， ゴート語でも接続詞billeを使って副文として訳してい

る．同様の例はJoh. 6, 16. 7,31にも見られる． さて例文12から16まで

を類例も含めて整理すると次のようになる12.

表 1

寂独ゞ”与at独与at独対接"|"ft
｡独属（独立属格）

･独与（独立与格）

･at独与

(at付き独立与格）

･at独対

(at付き独立対格）

･接詞（接続詞）

･関代（関係代名詞）

属
与
詞

独
独
接

4 3 1 5 1

3 － 一 －

3－ － － － －
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表1から次のことが分かる．ギリシャ語の独立属格14例のうちゴート語

が純粋な独立分詞で書換えているのは僅か4例であり， しかも独立属格で

はなく独立与格構文に書き換えている．それに対し，ギリシャ語の独立与

格はゴート語もそのまま独立与格で訳している．つまりゴート語には，新

訳聖書のギリシャ語の独立属格分詞構文をそのまま翻訳することに対する

違和感のようなものがあったと推測される．ゴート語はギリシャ語の独立

属格を前置詞atを用いて書換え， さらに接続詞を使って訳しているとこ

ろから見ると，訳者はゴート語では属格の意味的機能が弱まったため，与

格にその副詞的機能を持たせ， さらに与格でも明確に副詞的な意味を表現

できない時には，前置詞atや接続詞を用いてギリシャ語原典の内容の正

確な翻訳に努めたと想像することができる． このようにゴート語はギリシ

ャ語の独立属格をそのまま訳すのではなく，他の文法形式に善さ換えてい

る． このことはゴート語には独立属格という文形式があまり馴染みのない

構文であることを示している．そして， ゴート語はむしろ前置詞句や副文

といった分析的な統語形式を好む傾向が起こることが分かる．次の例文18

は独立対格へと移る過渡的構文とされているが（千種真一， 76ページ注参

照)， ここでもやはりギリシャ語原典は独立属格で書かれている．

18)jZz"γα伽sα"血〃gasah) inaattais(Luk. 15,20)

彼の父は遠くにいる彼を見た．

ajroO〃αに,｡〃〃戊冗さxo"で0く6縦〃αひでo〃･冗αr加ajz･00

彼が遠くにいた時に，彼の父は彼を見た．
● ● ●

19)"sgzzggzz"〃〃ﾉﾌﾞα〃伽α”血"γ,gasah) inaanllara(Mat. 26,71)
● ● ● ●

壁eｽ〃"てα能ajrbl/eiCr6〃花U脇"α,e縦】ﾉajr6!ﾉ〃ｽ〃（シュトライト

ベルク）

そして彼が玄関に出ていくと，彼をもう一人の女中が見た．

藷eｽ〃"rα能吹r6〃花0ｽ伽αeおe〃αjで加伽ｽ〃（連合聖書協会版)(千

種真一， 13．14ページ参照）

玄関に出ていく彼をもう一人の女中が見た．

例文18のfairrawisandan(fernseienden)はina(ihn)と同格的に
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使われた形容詞的用法の現在分詞（男・単・対）と考えられる． この場合

のゴート語の形容詞的現在分詞は名詞化されていて， 「遠くにいる者」ほ

どの意味だろう． この箇所のギリシャ語原典は， 副詞的な独立属格であ

り， ゴート語の翻訳とは違っている． また，例文19のギリシャ語原典（連

合聖書協会版）における名詞的な中動のアオリスト分詞句（男・単・対）

を， ゴート語は逆に人称代名詞（男・単・対) inaを付け加え，独立対格

構文で翻訳している例も見られる． しかしいずれにしても， このようにゴ

ート語は属格の使用を回避しようとしていることは明らかであり，従って

ゴート語における属格は，独立構文で使われている与格や対格に比べ，そ

の使用範囲はかなり狭かったと推定される．ギリシャ語の属格に対してゴ

ート語の属格の用法は限定されており， それを補うために副詞的用法の

ギリシャ語独立属格の代わりに， ゴート語は他の構文を用いようとしてい

る．それらの構文は前置詞や接続詞を使ったものが多かったのは先に見た

とおりである．ゴート語では，本来，印欧語が持っていた格(Kasus)の

統語的並びに意味的機能がかなりの程度まで失われた結果，その機能をよ

り正確に表すために他の文形式が用いられるようになったのである． この

点に焦点をあて，次に形容詞的用法の分詞の用法に関して調べてみたい．

3． 形容詞的用法及びその名詞化

まず比較的短い語句を伴った形容詞的用法の分詞を見てみよう．

20)h)ausiddjedul)anaauﾚidasahan？raus〃α畑伽"血勿αg赦加？

(Mat. 11, 7)

”自動ｽβare吹でウソgp""0〃βe伽αoβα@;〃〃α"｡〃 67r6""0Uoa畑6-

〃e"0〃； 13

汝らは何を見るために荒野へ出掛けたのか．

る葦をか．

風に揺り動かされてい

21) iし11aigudjans""α"血"s伽"ss"がα"sqelﾌun: (Mat.27, 6)

of能〃x‘ep吹スαβ6"て"rd戊町加αe;花α",14

すると大司祭たちは銀貨を取りながら言った．
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例文20ではゴート語はギリシャ語を逐語訳している． またこの分詞句

(wagidataはwagjanの過去分詞で，中・単・対である）は，現代ド

イツ語でならば関係代名詞を用いて書かれるところであろう．例文21でも

ゴート語はギリシャ語原典に従っている． この分詞句は上の日本語訳では

副詞的に訳したが，形容詞的にも或いは名詞的にも訳せるであろう．形容

詞的には「銀貨を取ろうとしている大司祭たち｣， 名詞的には「銀貨を取

ろうとしている者である大司祭たち」ほどの意味になるであろう． しか

し，例文21では，その分詞句が形容詞的に使われているのか，或いは名詞

的に使われているのかはっきりしない． これに対し例文22．23の分詞は明

らかに名詞的に使われている15.

22) l'uiss[z9"α"血…？（Mat､ 11， 3）

266;6§β〃"e"0く…；

あなたは来るべき方ですか．

23）しaiwaidedjans〃α/棚j7"s〃α沈勉I"s伽沈aidweitidedunimma@

(Mat.27,44)

ofス次rcYjofoUorαひβの廃"てEくo帥αうて、〃E伽〈0シαjr6lﾉ.16

彼と一緒に十字架につけられた者たちである強盗は彼を罵った．

ギリシャ語原典では例文22は，中動相。現在の分詞で男・単・主格の形容

詞語尾が付けられ，例文23は受動・アオリスト分詞で男・複・主格の形容

詞語尾が添加されている．ゴート語は前者を現在分詞で，後者を過去分詞

で訳し， ギリシャ語に倣いそれぞれ前に指示代名詞sa/しaiを置いてい

る．なお例文23では， ゴート語はギリシャ語にある前置詞｡〃を訳してい

ない．分詞が形容詞的に使用されているのか，或いは名詞的に使用されて

いるかについてもう少し見てみよう．次の例文24．25の分詞は副詞的な用

法と考えられる．

24) jahd"6zjgZZggZI"血"ssiponjosisurraisidedunina9"α"血"s：

(Mat. 8,25)

随αj派p0oeｽ〃'ﾉrEくガγefpα〃α』て〃ス§γO"T",17
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そして彼の弟子たちは近寄って来て，彼を起こして言った．

25) ik9"[z""sgahailjaina. (Mat.8, 7)

'Eγあきｽ助〃66βα兀e,j0のα』て6"、

私が行って彼を治すだろう．

例文24．25のゴート語の現在分詞はギリシャ語原典では中動の現在分詞で

ある． まず例文24では，ゴート語では原典に対応する表現のないsiponjos

is(彼の弟子たち）が，分詞の後に挿入されているため，分詞duatgag-

gandansは副詞的に使われていると考えた方が妥当であろう． しかし，

ギリシャ語原典ではduatgaggandansに対応する元p0deｽ〃"r“の主語は

かなり前方にある別の文中に現れており， このギリシャ語の分詞は副詞的

ではなく，むしろ定動詞ｼγe‘βα〃の主語として名詞的に用いられていると

見徹したほうが良いだろう． もしこれが正しいのなら，ゴート語は原典の

名詞的分詞を副詞的分詞に訳し直していることになる． しかし，例文25で

は分詞はギリシャ語に倣い，主語のすぐ後ろに置かれ，副詞的な意味での

解釈が最も適しているであろう．だがまた例文25の分詞qimandsは例文

22に出てきたsaqimandaと類似していて，語形は異なるもののどちら

も形容詞の弱変化・単・主の語尾を添加され，名詞的なものと考えられな

くもない．違いは指示代名詞の有無であるが， ゴート語の名詞は無冠詞で

あることが多く，冠詞（指示代名詞）がないからといって直ちに名詞的で

はないと見徹すのは軽率かもしれない．次の例を参考にして， これについ

て調べてみよう．

26) il'蛎泌sgngg上z"〃"sgaliﾚuninhairdasweine; (Mat.8, 32)

of晶藷Eｽ〃"reE伽ｳｽ60〃武r0kXO伽じく．'8

そして彼ら（悪霊）は出て行き豚（の群れ）に入った．

27) iし"j加肋J"〃"sgaﾚlauhun(Mat. 8,33)

of舵βjo"oｿでどく鋤Uγoソ，

そして家畜の番をしている者たちは逃げた．

例文26では， ゴート語はギリシャ語原典のofを人称代名詞eis(彼ら）
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で訳しているのに対し， 例文27では同じofを今度は指示代名詞しai (男

･複・主）で翻訳している．分詞との結び付きはeisよりもしaiの方が

強いことは明白である．つまり， しaiは現在分詞と結んで名詞句を作って

いるが, eisは定動詞gali卜unの主語ではあるが，現在分詞にとっては意

味上の主語でしかないのである．明らかにゴート語の訳者は，ギリシャ語

に全面的に従って翻訳を行っているのではなく， 自分の語感，或いは明ら

かではないのだが， ゴート語の文法に従って訳を進めて行ったと考えられ

る．次の例文の28のofは，定冠詞として使われていて，人称代名詞とは

考えられないことからも，ギリシャ語においては冠詞は名詞或いは名詞的

なものの直前に置かれた場合，単独で人称代名詞として使われるよりも，

むしろ名詞（的なもの）と結んで，名詞句を成す傾向が強かったと推定さ

れる． これが正しいなら， 例文26でゴート語が原典のofを強いてeisで

訳していることは， ゴート語の分詞は副詞的な機能が優勢であったことを

示す一つの例証になるであろう．

28) ilﾌ"'籾α"ssildaleikidedunqiﾚandans: (Mat.8, 27)

of雌〃ββの汀α§6α6"αoα〃ス§γ0"てEく，

そしてそれらの人々は驚いて言った．

従って，例文25のqimandsはギリシャ語原典において指示代名詞が添え

られていないゆえに一層副詞的な分詞と考えられる．つまり， ここで問題

になっているのは，ゴート語においては分詞の名詞化がどの程度まで許容

されたのかということである．例えば今見た例文24．26では，ギリシャ語

原典における分詞は名詞的にも解釈されうるにもかかわらず， ゴート語

では，名詞的ではなく副詞的な分詞と考えた方が妥当と思われる構文に訳

し変えられているのである． このことから， ゴート語はギリシャ語の名詞

的な分詞（句）をそのまま受け入れることはできなかったと推定される．

この点を調べるために，ゴート語の現在分詞による名詞句をさらにもう少

し検討してみよう．

29）しanuhgasaih)andsludassa解〃zMz"ぬ伽αしatei
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(Mat. 27, 3)

76reあめ〃 '1o的αく0冗apa&60,)くα』て加狗．

それから彼を引き渡したユタﾞ を見て，

30)sα伽sg"cIs"s馴血(Joh.8,47)

6あ〃&〃て006EOO

神から出た者は

31)gaggiレfairramis, jusfraqillanans, infonﾚataaiweino,"αｵα

”α"伽伽〃"〃〃伽j"〃Qgg伽"MS. (Mat. 25,41)

〃｡β縦｡66次"'"00[o;]応arvpα""of唯でj泥0pr6α〃"‘o〃でウウで0‘‐

〃αび"さ"o''r.6!αβ〃甲施α；て唯dγγ邸0‘くajrOO.19

悪魔とそ呪われた汝らよ’私から離れ，火，つまり永遠なるもの，

の使いたちに準備されたものに入れ．

32) jahﾚandelﾌatahawihaiﾚjos〃”"'""grz"sα"dり”"夢s"αdZzgis

l〃α"伽gnﾉﾋ""gulﾌswawasji]', (Mat. 6, 30)

e/ 6& r加加pro" roO向γjooOo"epo〃〃でα応αjα血0〃吹施〃α"･ソ

29巫塑聖226肋く0旗のc如""Uo",

というのも，今日はあるが明日は炉の中に投げ込まれる野原の草で

さえも，神はこのように着飾らせておられるのだから，

例文29.30の分詞句は名詞的に使われている．また例文31の過去分詞man‐

widoによるかなり長い分詞句も名詞的である． この3例はギリシャ語原

典を逐語的に翻訳しているのだが， これらの共通点は指示代名副が分詞句

の先頭に置かれているということである．それに対し，例文32では，分詞

句の先頭には指示代名詞はなく，直前の名詞句を修飾する形容詞的な分詞

句であり， ゴート語の名詞的分詞句の限界を暗示しているのかもしれな

い．だが， この例文もギリシャ語原典に従ったものである．いずれにせよ

例文29．30･31は， ゴート語が分詞を名詞的にかなり自由に使えたことを

支持している例証になるかもしれない． しかし，次の例文のようにゴート

語が，ギリシャ語原典の分詞句を副文に書き換えている例も見られ，ゴー

ト語の分詞の副詞的傾向を改めて支持することになる．
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33)attas"”α"〃血〃ル(Joh. 6,44)

6冗αで加6""'αく艇

私を遣わした父

34)s"'介加’αがα〃αj”α〃α幼"〃”"γw", (Mat. 10, 37)

‘0の‘加ソ〃α卸αう〃椎βα6元とβ釦と

私よりも父や母を愛するもの（は私に値しない）

例文33．34では，ギリシャ語原典の分詞句に対して， ゴート語は関係代名

詞を用いた副文で書き換えている． このようにギリシャ語の分詞句をゴー

ト語が関係文で書き換えている例はかなり見られる20． これらの関係文

が， どのような場合に，ギリシャ語原典におけるように， また上の日本語

訳のごとく名詞的に使われているのか，或いはそれと違って形容詞的に使

用されているのかは明らかでない． ここではもっと正確に調査してみない

と統計的数値を挙げることはできないのだが，それでもやはり，ゴート語

はギリシャ語原典では名詞的な分詞を関係文として副文に書き換えている

のであるから， ゴート語における副文へのある程度の傾向は，示唆するこ

とができるのではないだろうか． さらに，次の例文35．36のように，ギリ

シャ語においては同一の名詞的な分詞句を，ゴート語は，指示詞を添えた

名詞的分詞句としてだけではなく，関係文による副文としても訳している

ことからも，名詞的分詞句だけでなく，ギリシャ語原典よりも一歩進んだ

副文的な文形式をゴート語は使用していたと思われる．

35)hlaifssalibanda, sα〃s〃”"α9""､α"α; (Joh､ 6,51)

6斑proE6ぐの〃6昌施TO603pα"0鯨αrαβdく．

命であり，天から降りてきたものであるパン

36)hlaifss"'"S〃伽伽αα畑α忽(Joh. 6,58)

6厨pTO<6"06βα"0鯨αでαβ“

天から降りてきたパン
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3． ま とめ

これまで見てきた幾つかの例文は，ギリシャ語原典での名詞的な構文が

ゴート語においては形容詞的，或いは副詞的な副文に書き換えられている

こと，そしてまた原典での形容詞的，及び副詞的分詞（句）がゴート語で

は前置詞句や接続詞を用いた副文に翻訳され，ゴート語がギリシャ語原典

の逐語訳ではないことを示すとともに， さらに進んで，ゴート語において

は副文的統語形式がかなり発達していたことをも，明確ではないまでも示

唆しているといえる． このことは推測でしかない． しかし，ゴート語が，

ギリシャ語原典を強いて書き換えてまでも，副文的構文（分詞の副詞的用

法から関係文，更に接続詞を用いた副文へと至る一連の構文）をかなり使

っているということは，見逃せない事実なのである．先に挙げた例文18

〃"γαz"応α"血〃gasah) inaattais(Luk. 15, 20)では， ゴート語では

名詞的な分詞句をギリシャ語ほど自由に使えなかったことを例示してい

る． ina (ihn) と同格的に使われているはずの名詞的な分詞句ん"γα

伽sα"血〃は，その前に指示詞しana(男・単・対）がない結果， 副詞的

な特徴が強まり, inaを取り込んだ独立対格のような構文に見え，後の副

詞的な分詞構文を準備することになり， さらには，分詞句から副文へと至

る糸口をも見出だすことになったと想像することも可能であろう．

最後に， ラテン語のギリシャ語自身及びゴート語への影響を考慮に入れ

ること，述語的用法の分詞の検討，そして，ゴート語の調査範囲を拡げる

ことが今後の課題になるであろう21．

注

1 ゴート語の引用は次のテキストに拠った. Streitberg,Wilhelm(hrsg.):

Diggひ鮎c"eB'M, I．”〃:De"gひ姉c"g"”〃""se"eg""c"伽"e

vbγﾉﾋg℃"z"EMん"z"Zg, Z,9sαγｵg〃〃"Q"gﾉﾙ""αc""砿g〃 soz"彪吻〃

ん〃"gγe"De"ん加クルγ〃αrA"加"g.Heidelbergl908, 2.〃〃:Go"Sc"－

9"jgc"畑"-鹿"ｵsc"esWbγｵgγ6"c". Heidelbergl910. またギリシャ語の引

用は主として, K・Aland,M.Black,C.M.Martini,B.M・Metzgerand

A・Wikgren(edit.):T"eハノを勿乃sｵα"2e"#,G"gg々α"αE"g"S".NewYork

1975, （連合聖書協会版）に依り， シュトライトベルク編集のギリシャ語テク
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ストと異なる場合はその都度注の中で示すことにした．

千種真一『ゴート語の聖書』，大学書林， 1989年参照．

注3と， 5から11,そして13， 14，及び16から19までは，シュトライトベルク

に依るギリシャ語テキストでの該当箇所を挙げる．

兀opEU能"てEく舵""ereて婚くて〔"･副""艇ｽの"α肋j80〈心".

例えばMat. 9,9. 11,18. 27,48. Joh､ 6,19等である．

6舵'〃く0Oくぎ元‘〈てβα”く鯨αj"dj〃a6r加e/7re"･

２
３

４
５
６
７
８

Kα媚叩戊くeたて6元ｽo勿〃626兀彦paoe〃応α岬ｽ8E似吹でｳ〃おれ'ﾉ汀6ﾙ"・

脈αM"αβd"てeくど『<で6汀ｽ伽"勅XOl/TO兀自βα"てりくβαｽdooりくどたKα兀eβ"αo".

あめ〃舵6，〃び00く加凧06く3ZXoUご冗epjq6r加自鯨凱eU“〃伽e入6s"Ekr6
′

兀Spa"・

"α｝ §師ｽβe〃jTe6"〃鋤官6E6E"§"oくて虻Xe加αく〃αfT06く兀66αg〃αβ如く，9

鯨αj ""f官ajroOGoU6αβ如兀ep""6ero

にα航αβαγ0"て‘縦耽''r@'"ooq,伽ｽ0〃加α〃α6r@6doTU?ｽol
6舵Xβ”r6c旗α〃動x"でαt, 066E臆γ【"の“印冗〃ど〃§ぴてん

０
１
２

１
１
１ ギリシャ語独立属格をゴート語がat付きの対格分詞構文で訳している例は
(Mat. 27,1)である．

で婚財ｽ86regたて加助り"0〃βed‘αoβα“に〃α"0"6花6虚"さ"oひびαｽEU6"ど"o"；３
４
５

１
１
１
of舵虚β〃epe魔スαβ6"てeくて次戊βγUp"r"7ro"･

分詞による名詞句には次のようなものもある．

jahgamundaPaitruswaurdislesuis9妙α"たdusis(Mat. 26,75)

脇α媚""和βヴ6〃&rpOCr06β抑arOく'I加006初施6でoく

そしてペテロはイエスが自分に言った言葉を思い出した．

ゴート語の過去分詞．男．単・属qiﾚanisは， ギリシャ語原典の能動完了分

詞・男．単．属をそのまま訳している． ゴート語の過去分詞qil'anisは能動

の意味を持っている．

なおシュトライトベルクのギリシャ語テキストでは文末とa6"が付け加えら

れている．

oノス加rα助fooorqUpの能"てどくa6"の"ど伽と0〃a6r6". (06〃がない）

鯨αj汀p0oeｽ〃"てeくof〃αβ"rαオガγe‘βαソa6r"スさγo"でeく．
６
７
８
９

１
１
１
１
of舵雄ｽ〃ｿでどく戊兀ｳｽ80〃どたで加虚γ凱加での〃XOわの"・

汀opeljEO8e戊冗' 5"00, of〃αr"βα"e"α’ 6たて67rOproα‘の"fo"r6jrα"αo‐

“”〃て@6fαβ6スリ允airo魔戊γγ鍬αくadro6
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Der Gebrauch des Partizips in der gotischen Bibel 

--im Vergleich mit dem griechischen Original--

Akira SHIDA 

In vorliegender Abhandlung behandle ich zwei verschiedene 

Gebrauchsarten des Partizips in der gotischen Bibel. Die erste ist 

adverbial, die zweite adjektivisch. 
Zwar sagt man, daß ein Gote. Wulfila das Griechische in dem 

Neuen Testament Wort für Wort ins Gotische übersetzte. Aber 
das ist bei dem Partizip nicht immer der Fall. Warum ahmte 
er dabei das griechische Original nicht nach? Folgte er seinem 

eigenen Sprachgefühl oder einer gotischen Syntax ? Das ist ein 
ungelöstes Problem. Jedoch möchte ich in dieser Untersuchung 
eine Tendenz erörtern, d. h. die zum analytischen Satzbau oder 
zur Struktur, die dem Nebensatz ähnlich ist. Diese Tendenz 
können wir in dem griechen Original nicht finden. So könnte 

man sagen, daß dieser Satzbau dem Gotischen wesentlich ist. 

Das adverbiale Partizip ist gebraucht bald selbständig, bald mit 
den Bestimmungen und bald absolut. Der selbständige Gebrauch 
ist ip Jesus gahausjands qap du im. (als das Jesus härte, sprach er) 
(Mat. 9, 12). Der Gebrauch mit den Bestimmungen ist jah at­

steigands in skip ( und da stieg er in ein Boot) (Mat. 9, 1). 

In dem griechischen Original (das ganze Evangelium nach 
Matthäus und das Evangelium nach Johannes [bis zum 8. Ab­
schnitt]) finde ich 14 genetivus absolutus. Wulfila übersetzte 4 
durch dativum absolutum, 3 durch at mit dativo absoluto, 1 
durch accusativum absolutum, 5 durch Konjunktionen, 1 durch ein 
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Relativpronomen. Den Satzbau durch at mit dativo absoluto können 
wir für einen analytischen, und den Satzbau durch Konjunktionen 

für einen Nebensatz halten. Für den griechischen genetivum findet 
Wulfila andere Übersetzungen, zum Beispiel eine durch at ; at 
andanahtja ]Jan waurpanamma (wenn es Abend wurde (Mat. 8, 16), 
und eine durch Konjunktion i]J; i]J ]Jan sei]Ju war]J (wenn es Abend 
wurde) (Mat. 27, 57). 

Der adjektivische Gebrauch des Partizips ist wie folgt : raus fram 
winda wagidata (Mat. 11, 7) (ein Schilfrohr im Wind hin und her 
geschwankt). Das adjektivisch gebrauchte Partizip wird auch sub­
stantivisch verwendet: pu is sa qimanda (du bist der Kommende) 
(Mat. 11, 3). Diese zwei Beispiele übersetzte Wulfila nach dem 

Vorbild des griechischen Originals. Aber der folgende Satz ist 
von der griechischen Vorlage syntaktisch verschieden : atta saei 
sandida mik (der Vater, der mich sandte) (Joh. 6, 44). Die grie­

chische Vorlage ist durch einen Partizipialsatz geschrieben. Viele 
griechische partizipiale Nominalphrasen sind durch gotische Re­
lativsätze umschrieben. 

Daher könnten wir die Tendenz zum analytischen Satzbau im 
Gotischen annehmen. Aber· wir müssen auch den Einfluß klas­
sischen Lateins aufs Gotische in Betracht ziehen. 
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